






要約:Wilson 病は発症予防あるいは治療可能な先天銅代謝異常であり数万人に 1 人程度の

発生頻度といわれている。早期発見・早期治療により完全社会復帰が可能である。しかし,

学童期に急激に発症し不幸な転帰をとる症例も多く,さらにキレート剤の長期怠薬により

激症型となり死に至る症例も報告されている。今年(平成元年)度は,著者らの追跡管理し

てきた症例の治療成績を中心に報告し,さらに長期管理上の問題点を考察した。


